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55 ’sTlの製造とその核医学利用の検討
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　チタンは地球hに比較的多く存在しているにもかか

わらず、海水中の濃度が低いためか、一’般に生体とは

相互作川が弱い元素とされており、その生体内動態は

殊んど知られていない。チタンの同位元素は質量数41

～51の10種が知られており、41～45・51が放射性核種
である。このうち‘　sTlは半減期309時間，β＋（85％）

およびEc壊変で‘’Scになる。放出r線群はSc・X線

の他O．5　IMeV（170％）、0！7181＞ヒV（Q4　％）、　1．408

MeVlO3％）であり、核データ的にはポジトロンエミ

ッターとして核医学への応用が期待できる。またチタ

ンは、1：業的に有機金属化合粉として合成反応の触媒

に使用されており、‘sTi標識化合物の応用も期待でき
る，，

　‘’Tiは放医研サイクロトロンで12MeVに加速した

プロトンをO．127maのスカンジウム板（純度999％

以L）に照射し、’5Sc（p，n）’5Ti反応で製造した。

　このターゲット中に不純物として微量のNi・A1・

Mg・Caを発光分光分析で認めたが、照射後のターゲ

ットには’sTi以外の副成核種は検出されなかった。

　サイクロトロン照射後ターゲットのスカンジウム板

を濃硝酸で溶解し、蒸発乾固したのち塩酸を加え、さ

らに蒸発乾固を繰返して塩酸塩とし、少量の水に溶か

し、O．Nのシウ酸溶液を加えてから、あらかじめギ酸

ナトリウム液で調整しておいたDowex　－1（100～

200メッシュ）のイオン交換カラムにセットする。原

料のスカンジウムをO．1Mのシウ酸を含む0．1M塩酸で

溶出した後、水でシウ酸を洗い出し、最後にO．IMij酸

で’5Tiを溶出分離した。4sTiの純度についてはb　Ge

（Li）検出器によるr線スペクトロメトリーおよび半

減期を測定して、他の不純核種が含まれていないこと

を確認した。

　動物実験には、溶出液を蒸発乾固して塩酸を除き、

少量の生理食塩水を加えて溶かし（pH　5～6）、メ

ンブランフィルター（022μm）でろ過したものを使用

した。家兎の耳静脈より300μCi（約1ne）を投与し、

2時間までのシンチグラフを測定した。45TiCLは投

与後2時間以内では、1皿流のみを反映して、心・肺・

腎・血管などが良く描写されたが、肝への取り込みは

少なく、また尿（ポウコウ）への代謝も少なかった。

　人血を用いてのInvitro実験では、15分～6時
間までのm1中分布を経時的に調べたところ95％以上が

血漿中にあり、血球には取り込まれないことが判った。

さらに長時間経過後の動物体内分布や特定臓器への集

積に関しては現在検討中である。
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　医用81mKr一ジェネレーター（日本メジフィジック

ス株式会社製）を用いたLung　inha！ationθtudyに際

して乾燥空気を溶出に使用すると溶出効率の顕著な低

Fが観察された∩この溶出効率の低下は通常の加湿器

を通して加湿した空気を用いることによってすみやか

に解消した。

　このような効果を定量的に把握するために、一定圧

力かつ一定流速下にお・いて乾燥空気および加湿空気を

瞬間的に撰択できる実験系を組み、定常平衡溶出状態

における溶出81mKr放射能濃度の経時的変化を測定しノ㌔

　この結果、乾燥空気を用いると溶出81mKr放射能濃

度の指数関数的減少が認められ、その程度は流速が大

きくなるほど顕著であった。O．5－25擁の流速範囲

においてこの効果は次式で近似できた、

　　　・ワ㊨・・31え98・e（一゜1°°一゜122α’t

ここでdry（A，）tea81Rb　IOmCiを充填したジェネレー

ターを乾燥空気で溶出しはじめたのちt分後に得られ

る81mKrの放射能濃度（　mCi／のてあり、αは乾燥空気

の流速（e／th）である、

　溶出空気を加湿空気にきりかえると放射能濃度はす

みやかにト昇し、測定した全流速範囲（O－2se．／ntR）

においてきりかえ後3分以内に回復が完了した。

　この現象についてそのメカニズムを解明するべく、

文献調査、検討k・よひ考察を行った。ノェネレーター

に使用されているイオン交換樹脂はDowθx　50Wx8（100

－ 200meθh）H型であり、これは加湿状態では約45重

量96の水分を含有している。この樹脂を乾燥状態にす

るとこの含有水のうち自由水にあたる部分が樹脂から

除去されるため、樹脂の収縮がおこり、その結果、外

気との接触にあずかる有効表面積が減少し、樹脂ヒで

81Rbの崩壊によって生成する81mKrが外気中に拡散す

ることが困難になるものと考えられる。一方、加湿し

た空気を溶出に用いた場合にはこのような樹脂内の自

由水の経時的脱離がおこらず、その表面は81Rb充填

時の形態を保つので81mKrが効率よく溶出される。

　以上の実験結果および考察によりこの医用81mKr一

ジェネレーターを用いたinhalation　Studyに際して

は、空気または酸素を一般に使用されている加湿器を

用いて加湿して使用することにより溶出効率の低下を

防ぎ得ることが明らかになった。
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